
チケット一般発売初日の販売開始時間
［  9:00～］ ●文化フォーラム春日井2階・文化情報プラザ／窓口販売
［10:00～］ ●かすがい市民文化財団／電話・インターネット予約
 ●チケットぴあ／スポット・電話予約・ 
 　　　　　　　コンビニ（サークルK、サンクス、セブンイレブン）での直接購入
 ●ローソンチケット／電話予約・ローソン・ミニストップでの直接購入
 ●セブンチケット／セブンイレブン マルチコピー機での直接購入
 ●イープラス／ファミリーマート ファミポートでの直接購入

P

P
P 文化フォーラム春日井春日井市民会館

かすがい市民文化財団 主催事業  チケットインフォメーション

チケット予約方法

2.電話予約

※会員電話先行予約期間のみ、先行予約を受け付けます。
※先行予約日が会員期限内であれば先行予約が可能です。また、チケット購入日が会
員期限内であれば、割引特典が受けられます。

PiPi会員の方（受付時間 9：00～ 17：00）

PiPi会員専用 先行予約電話

 0568-85-6078

※チケット発売初日のみ、10：00からの受け付けとなります。

一般の方（受付時間 9：00～ 21：30）

 0568-85-6868

1.インターネット予約
当財団ホームページから「オンラインチケットの予約・購入」をご利用ください。

※全席指定公演についてはお好きな座席を選べます（一部公演を除く）。

文化はかすがい 検  索

チケット受取方法
1.文化情報プラザで受取り（営業時間 9：00～ 19：00）

文化フォーラム春日井2階の文化情報プラザで、チケットを料金とお引換えください。
取置き期間は2週間です。
※PiPi会員先行予約チケットの受取りは一般発売日以降になります。

2.郵送で受取り（代金引換サービス）
郵便局の代金引換サービスで、ご自宅にチケットをお届けいたします。
チケットと引換えに郵便局員に指定の代金をお支払いください。
※ご予約後、1週間程度でお届けします。日にち・時間の指定はできません。
※チケット代金の他に、代金引換手数料として¥500程度が必要です。

※前売完売の場合、当日券はありません。　※記載価格は税込です。
※予約済チケットや購入済チケットのキャンセル・払戻しはできません。

友の会PiPiは、こんなにお得!!

お電話一本で入会できます! 0568-85-6078

・一般に先駆けて申込み!  ・入場料が1～2割引!
・最新情報をご自宅にお届け!  他にもまだまだ特典あり!

ＪＲ中央本線「春日井駅」
北口より
・名鉄バス「鳥居松」下車すぐ
・徒歩 20分
・無料レンタサイクル 5分
 （日・祝休み）

かすがいシティバスで
お越しの方
・「市役所」下車すぐ

※駐車場は混雑が予想され
ます。なるべく公共交通機関
や乗合せをご利用ください。

レギュラー会員 ¥2,000／ゴールド会員 ¥3,000／プラチナ会員 ¥10,000

交通のご案内
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486-0844 愛知県春日井市鳥居松町5-44  ［休館日］ 月曜日（祝休日の場合は翌平日）

文化フォーラム春日井２階
文化情報プラザ

各種チケット発売中！

チケットを買いたい！

チケットを売りたい！

  そうだ！ 

 舞台を観に行こう
！

お申込み・ご相談は文化フォーラム春日井2階・事務室まで！

【条件】
次のいずれかに当てはまるチケットを、販売いたします。
・文化フォーラム春日井・春日井市民会館で行われる催物
・春日井市内の公共施設で行われる、文化芸術の振興に
　資する催物
※販売手数料としてチケット売上の10%を頂きます。
※DM送付サービスは会員限定特典付が条件となります。

春日井市民会館や、文化フォーラ
ム春日井・「視聴覚ホール」「ギャ
ラリー」「会議室」等で行
われる公演の、チケット
を販売しています。最新
イベントは、文化情報
プラザのボードでご確
認ください。

イベントを企画運営されているみなさまのチケットを、委託
販売させていただきます。委託販売を申し込まれると、友
の会PiPi会員へのDM送付をお受けします。

歌手生活50周年！ 加藤登紀子インタビュー

松竹大歌舞伎 徹底解説！

絵本作家 長谷川義史インタビュー

スタッフ一押し！ 長谷川義史の絵本紹介

この漫画を読め! vol.6 プロデューサー

INFORMATION

ブラバン高校生たちの吹奏楽な日々

わたしレポート

突撃! PiPi提携ショップ『餅菓子処 餅彦』

校歌は地域をうたう vol.15
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取
材
＝
二
月
二
十
日
＠
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京
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キ
ス
ト
＝
ス
タ
ッ
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丸
山
和
代
　
写
真
＝
ス
タ
ッ
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後
藤
友
介

一
九
六
五
年
、
東
京
大
学
在
学
中
に
ア
マ
チ
ュ
ア 

シ
ャ
ン

ソ
ン 

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
、
翌
年
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し

た
加
藤
登
紀
子
さ
ん
。
以
来『
ひ
と
り
寝
の
子
守
唄
』『
百

万
本
の
バ
ラ
』『
知
床
旅
情
』な
ど
、数
々
の
名
曲
を
ギ
タ
ー

片
手
に
歌
い
上
げ
、
時
代
を
駆
け
抜
け
て
き
ま
し
た
。

二
〇
一
五
年
は
歌
手
生
活
五
十
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
。
登
紀
子
さ
ん
自
身
が
厳
選
し
た“

節
目
に
ふ
さ
わ
し

い”

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
携
え
て
、
春
日
井
に
や
っ
て
き
ま
す
。

百
人
以
上
の
市
民
合
唱
団
と
の
共
演
も
果
た
す
本
公
演
。

“

歌” 

の
原
点
を
多
く
の
人
と
共
有
す
る
、
コ
ン
サ
ー
ト
へ

の
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歌に宿る想いを集めて。
加藤登紀子の、今までとこれからと。

歌手生活50周年！
種
を
生
み
出
し
、
そ
し
て
蒔
く

―
  

こ
の
五
十
年
を
振
り
返
っ
て
、
今
思
う
こ

と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
？

　
歌
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
は“

音
符”

で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
私
が
歌
う
こ
と

で
人
々
の
心
の
中
に
棲
み
つ
い
て
い
く
。
つ

ま
り
私
に
と
っ
て
作
曲
と
は
種
を
生
み
出
す

こ
と
、
歌
う
こ
と
は
種
を
蒔
い
て
歩
く
こ
と

な
ん
で
す
。
そ
の
種
が
人
の
心
の
中
に
あ
る

土
に
落
ち
、
や
が
て
花
開
く
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
は
、
決

し
て
歌
手
の
も
の
で
は
な
い
。
歌
そ
の
も
の

が
旅
し
て
、
人
同
士
を
繋
い
だ
り
勇
気
づ
け

た
り
す
る
も
の
な
ん
で
す
。
私
が
蒔
い
た
種

が
、
ど
こ
か
で
色
ん
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る

の
を
発
見
す
る
と
、
す
ご
く
あ
り
が
た
い
と

思
う
。
育
っ
た
歌
の
大
き
さ
に
責
任
を
持
ち

な
が
ら
、「
皆
さ
ん
の
思
い
に
応
え
て
歌
え
る
、

私
で
い
な
く
ち
ゃ
！
」
と
い
う
思
い
で
五
十

年
間
や
っ
て
き
ま
し
た
。

―
  

今
で
は
何
百
種
類
も
の
種
が
、
全
国
で

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　
デ
ビ
ュ
ー
し
た
頃
は

レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
少
な

く
て
、
途
方
に
暮
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今

で
は
、
セ
レ
ク
ト
す
る
の
が
大
変

な
状
態
！ 

曲
の
一
つ
一
つ
に
思
い
入
れ
が

あ
る
の
で
、
こ
の
五
十
周
年
で
は
や
り
残

し
が
な
い
よ
う
、
六
十
年
代
か
ら
現
在
ま
で

を
辿
る
欲
張
り
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
歌
い
き
れ
な
い
ほ
ど
曲
が
あ
る
し
、

世
に
出
ら
れ
ず
に
引
き
出
し
の
中
で
泣
い
て

い
る
詩
や
曲
の
断
片
も
、
実
は
た
く
さ
ん
あ

る
の
。
だ
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
の
選
曲
を
す
る

時
は
、
素
晴
ら
し
い
食
材
と
場
所
を
手
に
入

れ
て
、
準
備
万
端
整
っ
た
シ
ェ
フ
の
よ
う
な

気
持
ち
。
今
回
は
ど
ん
な
切
り
口
に
し
よ
う

か
、
ど
ん
な
味
に
し
よ
う
か
。
ど
ん
な
テ
ー

マ
で
も
メ
ニ
ュ
ー
が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
そ
れ
が
楽
し
く
て
、
色
ん
な
コ
ン
サ
ー
ト

を
や
り
た
く
て
仕
方
が
な
い
ん
で
す
。

多
く
の
想
い
を
孕
む『
百
万
本
の
バ
ラ
』

―
  

登
紀
子
さ
ん
の
代
表
曲
『
百
万
本
の
バ
ラ
』

は
、ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
？

　『
百
万
本
の
バ
ラ
』
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が

崩
壊
し
た
一
九
八
〇
年
代
に
、
ラ
ト
ビ
ア
で

生
ま
れ
た
子
守
唄
で
す
。
歌
詞
に
は
、“

子
供

の
命”

へ
の
切
実
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
曲
を
作
っ
た
の
は
、

実
は
ラ
ト
ビ
ア
や
ロ
シ
ア
の
政

治
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
。
ロ
シ
ア

語
の
歌
詞
を
書
い
た
の
は
、
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
の
片
腕
と
も
言
わ

れ
た
政
治
家
で
す
。
彼
は
グ
ル

ジ
ア
の
国
民
的
画
家
ピ
ロ
ス
マ

ニ
の
、
放
浪
に
生
き
る
孤
独
な

生
涯
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
こ
の

詩
を
書
い
た
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
ソ
連
は
崩
壊
し
ま
し
た
が
、『
百

万
本
の
バ
ラ
』
は
、
そ
ん
な
激
動
の
歴
史
や

人
々
の
想
い
を
孕
み
な
が
ら
、
新
し
い
時
代

を
願
う
人
々
の
シ
ン
ボ
ル
ソ
ン
グ
と
し
て
息

づ
い
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
九
六
八
年
の
演
奏
旅
行
で
、
私
が
最
初

に
歌
っ
た
地
が
ラ
ト
ビ
ア
。
そ
の
後
、
七
都

市
を
巡
り
、
最
後
に
辿
り
着
い
た
の
が
グ
ル

ジ
ア
で
し
た
。
こ
の
歌
に
出
会
っ
た
の
は
一

九
八
五
年
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
二
十
年

も
前
に
所
縁
の
地
を
巡
っ
て
い
た
こ
と
を
思

う
と
、
改
め
て
縁
の
深
さ
を
感
じ
ま
す
。

合
唱
を
通
し
て
人
が
出
会
い
、

想
い
を
重
ね
る

―
  

そ
ん
な
『
百
万
本
の
バ
ラ
』
を
、
本
公
演

で
は
市
民
合
唱
団
と
と
も
に
歌
い
ま
す
。

　
人
が
一
緒
に
何
か
を
作
る
時
、
想
い
が
重
な

り
合
っ
て
い
く
感
じ
が
、
本
当
に
た
ま
ら
な

い！
お
互
い
を
一
か
ら
十
ま
で
理
解
し
て
い

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
、
愛
し
合
っ
て
い
る
わ
け
で

も
な
い（
笑
）。
そ
れ
で
も
一
緒
に
音
楽
に
向

か
っ
て
、
短
い
間
で
も
集
中
し
て
良
い
時
間
を

持
と
う
と
す
る
。
結
果
、
良
い
瞬
間
が
生
ま

れ
た
時
に
は
、
震
え
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
り

す
る
ん
で
す
ね
。
生
き
て
い
る
姿
の
、
最
も
す

ば
ら
し
い
瞬
間
だ
と
思
い
ま
す
。
若
い
頃
は

「
一
人
で
弾
き
語
り
し
て
も
十
分
成
り
立
つ
」

と
い
う
、
挑
戦
的
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

愛あればこそ ！
　
なぜそんなにパワフルに生きることが
できるの？ インタビュー後も私の心の
中には、湧き出る疑問が。それが氷
解したのは、登紀子さんの活動を支
えるスタッフとの会話でした。「次は何
しようか？」登紀子さんのアイディアの
泉に溺れることなく乗りきっていくス
タッフたち。まるで荒波を漕ぐベテラン
船乗りのよう！ 互いを尊敬し、愛に支
えられているからこそ、登紀子さんの
歌は、悲しくとも優しく心に沁みてくる
「終わりなき歌」なのですね。

スタッフ 

 丸山和代の

ちょっと
 言わせて！

そ
れ
は
原
点
と
し
て
大
切
に
し
つ
つ
、
た
く

さ
ん
の
人
と
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
が
素
晴
ら

し
い
の
。
そ
ん
な
コ
ン
サ
ー
ト
が
五
十
周
年
に

ふ
さ
わ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
合
唱
団
に
応
募
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
は
、
三
十
代
か
ら
八
十
代
ま
で
と
、
幅
広

い
で
す
よ
ね
。
舞
台
に
上
が
る
と
年
齢
の
差

は
消
え
ま
す
。
歌
う
こ
と
っ
て
、
健
康
に
も

す
ご
く
良
い
の
よ
！

―
  

最
後
に
、
会
場
に
来
て
く
だ
さ
る
方
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
る
習
慣
が
あ
る
方
も
な

い
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
日
は

堂
々
と“

一
番
好
き
な
自
分
で
い
る”

つ
も
り

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
私
も
あ
な
た
自
身
の

一
番
好
き
な
時
間
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

50周年記念
加藤登紀子コンサート ～終わりなき歌～
5/24（日） 16:00～ （開場は30分前）

｜ 春日井市民会館
［料金］￥5,000、PiPi会員は左記金額の￥500引き 

全席指定、当日券同額、未就学児入場不可  

［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、電話＆
インターネット予約、チケットぴあ（Pコード253-928）、ローソ
ンチケット（Lコード45564）

公演当日には来場者プレゼントあり！
　
本公演の来場者全員に、50周年を記念して作
られた特別プログラムをプレゼントします！ 「愛す
ること」「語りつぐこと」など、登紀子さんのメッ
セージが盛りだくさん。発表された楽曲や、その時々に起こった出
来事をまとめた年表も収録。ファン必携のアイテムです！

は
ら

ゆ
か
り

2 1



おくだ けんたろう（歌舞伎ソムリエ）
1965年、愛知県生まれ。大学入学で上京後、歌舞伎に出会い熱中、立ち見席に通いつ
める。現在、歌舞伎イヤホンガイド解説者。歌舞伎のトーク会「おくだ会」、御園座若鯱カブ
キクラブなどで、歌舞伎の楽しさを伝えるため、多方面で活動中。
ブログ「おくだ健太郎・歌舞伎ソムリエ」 http://ameblo.jp/okken/

松竹大歌舞伎 
7/17（金）昼の部12:00～／夕方の部17:30～（開場は30分前） ｜ 春日井市民会館
［チケット情報］●PiPi会員はがき先行申込締切 4/4（土）〈消印有効〉 ※会員期限が2015/3/31以降の方のみ申込可

●チケットぴあ特別電話先行予約 4/18（土）10:00～18:00  ☎052-308-5656　　●一般発売  4/25（土）～
［料金］S席￥7,500、A席￥5,500、B席￥3,500、PiPi会員は左記金額の￥500引き 全席指定、当日券同額、未就学児入場不可
［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、電話＆インターネット予約、チケットぴあ（Pコード442-087）
※今年はシャトルバスの運行はございません。JR春日井駅北口発の名鉄バスに乗車の上、鳥居松バス亭で下車してください。※行先にご注意ください。

200年の日本伝統
文化は伊達じゃない!
“窓を引く”…という演題に、正直地味
なイメージを持った方も多いのでは？ と
ころが、おくださんの解説を読んで納
得! 窓をキーアイテムに心の機微を
描くのは、いかにも日本的で
すね。瓜谷さんの描くイラ
ストは独特で、さりげない表
情から物語の緊迫した様子
が滲み出ています。舞台で
観る歌舞伎とはまた違った
一面が見えてきますね。

 極付! 歌舞伎セミナー
NHKで伝統文化番組を担当し、圧倒的な知識と軽快な
トークで歌舞伎の面白さを伝える葛西聖
司が、役者や演目の見どころをたっぷり
と解説します。

6/26（金）14:00～（開場は30分前）

｜ 春日井市民会館
［料金］当日入口で500円支払い
（松竹大歌舞伎春日井公演のチ
ケット提示で無料）

 水徳特製弁当付き!
 歌舞伎ソムリエの直前解説
昼の部を前に、本誌歌舞伎解説
でもお馴染みのおくだ健太郎の
解説を聞きながら、春日井の名店
『水徳』が特別につくる歌舞伎弁
当をご堪能ください。

7/17（金）10:30～11:30（開場は15分前）

｜ 文化フォーラム春日井・視聴覚ホール
［料金］2,000円（お弁当付き）　先着40名

知っていれば、歌舞伎がもっと楽しい! 2大セミナー
其の一

其の二

葛西聖司（アナウンサー）

昨年の
歌舞伎弁当

“

歌
舞
伎
は
娯
楽
、
楽
し
む
も
の”

今
年
の
歌
舞
伎
の
公
演
は
、
中
村
翫
雀
改

め
四
代
目
中
村
鴈
治
郎
の
襲
名
披
露
の
公
演

に
決
ま
り
ま
し
た
。
歌
舞
伎
の
世
界
に
は
、

役
者
の
家
系
、
作
品
や
芸
風
の
特
徴
な
ど
な

ど
、
お
お
ま
か
に
分
け
る
と
江
戸
風
の
歌
舞

伎
と
上
方(

京
・
大
阪)

風
の
歌
舞
伎
の
、
二

つ
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
。

中
村
鴈
治
郎
は
、
上
方
の
歌
舞
伎
に
と
っ

て
大
切
な
名
跡
で
す
。

…
…

と
書
く
と
、
す
ご
く
か
し
こ
ま
っ
た

イ
メ
ー
ジ
が
漂
い
が
ち
で
す
が
、
堅
苦
し
く

な
る
心
配
は
ご
無
用
！ 

と
に
か
く
明
る
く
て

ほ
が
ら
か
、
親
し
み
や
す
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

な
ん
で
す
。
四
代
目
鴈
治
郎
さ
ん
は “

歌
舞
伎

は
娯
楽
、
楽
し
む
も
の”

が
モ
ッ
ト
ー
の
人
。

今
年
の
お
正
月
に
地
元
大
阪
で
口
火
を
切
っ

た
襲
名
披
露
の
公
演
の
と
き
に
は
、
道
頓
堀

で
お
馴
染
み
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
ポ
ー
ズ
を
、

黒
の
紋
付
姿
で
お
茶
目
に
真
似
て
P
R
。
言

葉
に
と
ど
ま
ら
ず
、
身
体
ご
と
明
る
く
実
践
、

表
現
し
ち
ゃ
う
の
が
、
こ
の
役
者
さ
ん
の
大

き
な
魅
力
で
す
。

『
引
窓
』
が
照
ら
し
分
け
る
、

心
の
明
暗

襲
名
披
露
の
演
目
は
、『
双
蝶
々
曲
輪
日
記
』

と
い
う
お
芝
居
の
中
の
、『
引
窓
』
と
呼
ば
れ

松
竹
大
歌
舞
伎 

徹
底
解
説！

テ
キ
ス
ト
＝
お
く
だ
健
太
郎

る
一
幕
で
す
。
地
元
の
代
官
に
任
命
さ
れ
た

男
・
南
与
兵
衛
を
、
四
代
目
鴈
治
郎
さ
ん
が

つ
と
め
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
父
の
跡
を
継
い

で
の
新
任
の
代
官
で
す
。
そ
の
初
仕
事
は
、

侍
を
殺
し
て
行
方
を
く
ら
ま
し
た
相
撲
取
り
、

そ
れ
も
、
人
気
も
実
力
も
ば
つ
ぐ
ん
の
大
関
・

濡
髪
長
五
郎
を
、
見
つ
け
出
し
て
お
縄
に
か

け
る
こ
と
。
こ
の
あ
た
り
に
潜
伏
し
て
い
る

ら
し
い
の
で
す
。

…
…

じ
つ
は
、
与
兵
衛
と
濡
髪
は
、
義
理

の
兄
弟
同
士
な
の
で
す
。
与
兵
衛
は
い
ま
、

血
の
つ
な
が
ら
な
い
継
母
と
、
同
じ
家
に
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
与
兵
衛
の
妻
も
一
緒
で
す
。

で
、
こ
の
お
母
さ
ん
に
は
、
幼
い
頃
に
外
へ

出
し
た
実
の
息
子
も
い
る
ん
で
す
。
そ
の
子

が
成
長
し
て
出
世
し
、
大
関
の
濡
髪
に
な
っ

た
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
濡
髪
が
こ
の
辺
り
に
来
て
い

る
、
と
い
う
の
も
、
ほ
か
で
も
な
い
、
母
を

訪
ね
て
犯
し
た
罪
を
打
ち
明
け
て
、
そ
れ
か

ら
自
首
す
る
気
な
の
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

彼
が
今
、
姿
を
隠
し
て
い
る
場
所
は…

…

。

さ
ぁ
、
に
わ
か
に
ド
ラ
マ
に
、
緊
迫
感
が
漂
っ

て
き
ま
し
た
。
お
芝
居
の
題
名
の
『
引
窓
』

と
は
、
こ
の
お
家
に
あ
る
縄
を
引
っ
ぱ
っ
て

開
け
閉
め
す
る
天
窓
の
こ
と
で
す
。
そ
の
引

窓
が
生
み
出
す
明
暗
は
、
登
場
人
物
ひ
と
り

ひ
と
り
の
、
こ
こ
ろ
の
明
暗
を
も
見
事
に
照

ら
し
分
け
ま
す
。

新
・
鴈
治
郎
の
与
兵
衛
。
そ
の
長
男
・
中

村
壱
太
郎
が
つ
と
め
る
与
兵
衛
の
妻
・
お
早
。

濡
髪
に
は
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
花
形
・
尾
上

松
緑
が
扮
し
ま
す
。

坂
田
藤
十
郎
も
名
乗
っ
た

上
方
歌
舞
伎
の
大
名
跡

つ
づ
い
て
は
襲
名
披
露
の『
口
上
』の
一
幕
。

新
・
鴈
治
郎
の
父
、
坂
田
藤
十
郎
も
こ
こ
で

お
目
見
え
で
す
。
自
身
も
三
代
目
と
し
て
名

乗
っ
た
こ
と
の
あ
る
、
鴈
治
郎
と
い
う
名
前

（
名
跡
）
で
す
か
ら
、
ひ
と
し
お
の
思
い
が
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
言
葉
で
そ
れ
を

披
露
し
て
く
れ
る
か
。
出
演
俳
優
そ
れ
ぞ
れ

の
祝
辞
、
そ
し
て
、
新
・
鴈
治
郎
自
身
の
決

意
の
言
葉
。
す
べ
て
が
期
待
い
っ
ぱ
い
の
『
口

上
』
で
す
。

紅
白
の
髪
が
華
や
か
に
舞
う
、

父
子
の
絆
『
連
獅
子
』

公
演
の
最
後
を
締
め
く
く
る
の
は
、
新
・

鴈
治
郎
の
弟
、
中
村
扇
雀
と
そ
の
長
男
の
中

村
虎
之
介
父
子
に
よ
る
舞
踊『
連
獅
子
』で
す
。

前
半
は
、
二
人
の
狂
言
師
、
後
半
は
獅
子
の

精
霊
の
父
子
が
、
谷
底
へ
と
わ
が
子
を
つ
き

落
と
す
こ
と
で
も
有
名
な
、
厳
し
く
も
情
に

あ
ふ
れ
た
獅
子
の
子
育
て
の
姿
を
、
見
ご
た

え
満
点
に
描
き
ま
す
。

か
ん
じ
ゃ
く

ふ
た
つ
ち
ょ
う
ち
ょ
う
く
る
わ
に
っ
き

が
ん
　
じ
　
ろ
う

ひ
き 

ま
ど

な
ん
　
よ
　 

へ
　  

え

ぬ
れ 

が
み 

ち
ょ
う 

ご
　
ろ
う

か
ず  

た 

ろ
う

お
の
え

し
ょ
う
ろ
く

と
う 

じ
ゅ
う
ろ
う

せ
ん
じ
ゃ
く

と
ら  

の  

す
け

れ
ん
　
じ
　
し

スタッフ 後藤友介の
ちょっと言わせて！

が
ん
じ
ろ
は
ん
が

や
っ
て
来
る！

イラスト＝瓜谷 茜（かぶきゅーと）

4 3



　
絵
本
の
ア
イ

デ
ィ
ア
は
、
ラ
イ
ブ
活

動
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
以
前
、
朗
読
中
に
ア
ド

リ
ブ
で「
悲
し
い
話
で
す
」っ
て
言
っ

た
ら
、
な
ん
か
も
の
す
ご
く
ウ
ケ

た
こ
と
が
あ
っ
て
。
絵
本『
じ
ゃ

が
い
も
ポ
テ
ト
く
ん
』の
フ
レ
ー
ズ

は
、
こ
う
し
て
で
き
ま
し
た
。

　
原
作
者
が
い
る
作
品
に
僕
が
絵

人
気
作
家
・
長
谷
川
義
史
流

絵
本
の
作
り
方

―
  

長
谷
川
さ
ん
の
絵
本
は
、
独
特

な
絵
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
言
葉

や
文
章
が
楽
し
く
耳
に
入
っ
て
来

ま
す
。
　

　

絵
本
の
テ
キ
ス
ト
を
考
え
る
時

に
は
、 “

読
み
聞
か
せ
を
す
る
人

が
、
自
然
に
そ
の
言
葉
を
発
せ
ら

れ
る
か
ど
う
か” “
聞
い
て
い
て
気

持
ち
い
い
リ
ズ
ム
か
ど
う
か”

を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
文
章

を
書
く
時
も
必
ず
音
読
す
る
ん
で

す
。
あ
と“

間”
も
大
事
や
ね
。

を
付
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、自
分
で
考
え
た
作
品
じ
ゃ

な
い
か
ら
結
構
大
変
で
す
。
で

も
良
い
勉
強
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
自
分
に
は
な
い
世
界
観
に
挑

戦
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。
室

井
滋
さ
ん
原
作
の
絵
本
『
し
げ
ち
ゃ

ん
』
は
、
彼
女
の
実
体
験
を
描
い

た
作
品
で
す
が
、
室
井
さ
ん
の
子

供
時
代
を
ど
う
自
分
な
り
に
想
像

し
て
描
く
か
、
彼
女
の
お
母
さ
ん

の
優
し
さ
を
ど
う
描
く
か
、
す
ご

く
考
え
ま
し
た
ね
。
室
井
さ
ん
の

絵本『しげちゃん』の出版をきっかけに、長谷川義史と室井滋が出
会い意気投合。長谷川義史の音楽仲間であった大友剛と岡淳とと
もに『しげちゃん一座』を結成し、ライブパフォーマンスを行っている。

「
一
冊
の
絵
本
を
つ
く
る
の
に
、
毎
回
、
身
を

削
る
苦
し
さ
が
あ
る
ん
で
す
。
い
い
絵
が
描

き
た
い
け
ど
、
な
か
な
か
難
し
い
ん
よ
ね
」

そ
う
大
阪
弁
で
語
る
の
は
、
ほ
っ
こ
り
と
し

た
絵
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
お
話
が
世
代
を
越
え

て
人
気
の
、
絵
本
作
家
・
長
谷
川
義
史
さ
ん
。

実
は
長
谷
川
さ
ん
、
絵
本
の
創
作
活
動
と
並

行
し
て
、
女
優
・
室
井
滋
さ
ん
や
音
楽
仲
間

と
と
も
に
、
絵
本
を
朗
読
す
る
ラ
イ
ブ
を
全

国
で
行
っ
て
い
ま
す
。
御
一
行
、そ
の
名
も『
し

げ
ち
ゃ
ん
一
座
』。
六
月
の
春
日
井
公
演
を
前

に
、
大
阪
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
兼
ア
ト
リ
エ

で
お
話
を
伺
い
ま
し
た

取
材
＝
二
月
二
十
四
日
＠
大
阪
・
空
色
画
房

テ
キ
ス
ト
＝
ス
タ
ッ
フ 

相
馬
加
奈
子
　
写
真
＝
ス
タ
ッ
フ 

後
藤
友
介

「名古屋うまいもんのうた」
現在制作中の絵本『名古屋うまいもんのうた』
の、貴重な原画を見せていただきました！ たこ
焼きやカニ道楽など、大阪グルメを面白おかし
い歌にした人気の絵本『大阪うまいもんのう
た』の、名古屋版です。どの名古屋メシが登場
するのか、あなたの好物のアレは登場するの
か！？ 今から楽しみです！！ 

ギャラリー・空色画房の最上階にある、長谷
川さんのアトリエ。窓一面に大川を望む、気持
ちの良い空間です 絵本 を何倍も楽しむ

　あの手この手

昔
の
写
真
も
見
せ
て
も
ら
っ
て
参

考
に
し
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
必
見
！

読
み
聞
か
せ
の
極
意
！

―
  

朗
読
イ
ベ
ン
ト
も
た
い
へ
ん
人

気
で
す
が
、
楽
し
く
読
み
聞
か
せ

を
す
る
コ
ツ
は
あ
り
ま
す
か
？
　

　

大
事
な
の
は「
子
供
た
ち
が
ど
ん

な
本
を
読
ん
で
欲
し
い
の
か
」を
察

知
す
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
。
自

分
が
読
み
た
い
本
で
は
な
く
、
子

供
が
読
ん
で
ほ
し
い
本
。
あ
と
や
っ

ぱ
り
、
覚
え
る
く
ら
い
何
回
も
読

ん
で
お
か
な
い
と
上
手
く
読
め
な

い
で
す
よ
ね
。
手
を
抜
く
と
子
供

は
す
ぐ
に
気
付
き
ま
す
。

　「
あ
ん
ま
り
感
情
を
込
め
て
読
ま

な
い
方
が
良
い
」と
い
う
方
も
い
ま

す
け
ど
、
僕
は
芝
居
を
演
じ
る
よ

う
に
読
む
。“

な
に
わ”

の
サ
ー
ビ
ス

精
神
で
、
と
に
か
く
楽
し
く
！ 

子

供
を
飽
き
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
事

で
す
。
だ
か
ら
ア
ド
リ
ブ
も
入
れ

る
し
、ウ
ク
レ
レ
だ
っ
て
弾
く（
笑
）。

テ
キ
ス
ト
通
り
に
読
ま
な
く
て
も

い
い
と
思
っ
て
ま
す
。

　
あ
と
、“

子
供
が
何
を
理
解
し
て

楽
し
ん
で
い
る
の
か”

を
考
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
く
ら
い

ま
で
は
理
屈
よ
り
感
覚
だ
か
ら
、
言

葉
の
響
き
だ
け
で
笑
っ
た
り
し
ま

す
。
例
え
ば
、「
き
ゅ
う
り！
」
っ

て
言
う
だ
け
で
笑
っ
て
る
。
一
旦
笑

い
だ
し
た
ら
も
う「
き
ゅ
う
り
！
」

だ
け
で
笑
い
転
げ
て
い
る
。
で
も

小
学
生
に
な
る
と
、
話
の
流
れ
や

オ
チ
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
子
供
っ
て
本
当
に
素

直
で
、
感
じ
た
ま
ま
を
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
す
る
。
そ
の
姿
を
見
落
と
さ
な

い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

絵
本
朗
読×

紙
芝
居×

音
楽
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
！

―
  

そ
ん
な
長
谷
川
さ
ん
が
行
っ
て

い
る
絵
本
朗
読
ラ
イ
ブ
。
共
演
す
る

の
は
女
優
・
室
井
滋
さ
ん
で
す
ね
。

　

室
井
さ
ん
と
は
、
絵
本
を
作
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
一
緒
に
舞

台
に
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
女
優
さ
ん
な
ん
で
、
感

情
の
入
れ
方
と
か
ス
ゴ
い
ん
で
す

よ
！ 

あ
と
、
声
の
使
い
分
け
。
子

供
と
お
母
さ
ん
の
声
が
一
瞬
に
し

て
切
り
替
わ
る
。
僕
に
は
絶
対
に

真
似
で
き
な
い
で
す
。
朗
読
で
の

掛
け
合
い
が
面
白
く
て
、
も
っ
た

い
な
い
く
ら
い
の
体
験
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
ま
す
。

しげちゃん一座

子供たちに大人気の長谷川さんの
絵本は、春日井市内の図書館や図書
室で読むことができます。楽しいお話は、読
み聞かせにもピッタリ！

室井滋 長谷川義史 大友剛（ピアノ） 岡淳（サックス）

　
最
初
は
二
人
で
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

や
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、「
音
楽
が

あ
っ
た
方
が
、
広
が
り
が
出
る
し
良

い
よ
ね
」と
い
う
話
に
な
っ
て
、
以

前
か
ら
付
き
合
い
の
あ
っ
た
音
楽

仲
間
と
と
も
に
『
し
げ
ち
ゃ
ん
一
座
』

を
結
成
し
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
あ

の
手
こ
の
手
を
使
っ
て
工
夫
し
て
い

ま
す
よ
。
春
日
井
で
も
、
絵
本
は
も

ち
ろ
ん
、
ラ
イ
ブ
紙
芝
居
あ
り
、
音

楽
や
ト
ー
ク
も
あ
り
の
、
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
舞
台
を
お
届
け

し
ま
す
。
な
に
よ
り
、
生
の
室
井
滋

が
行
き
ま
す
ん
で（
笑
）！ 

“な
にわ”のサ

ービス精神が生み出す、親子で楽
しい絵

本の世
界

絵本作家長谷川義史の

絵本作家 長谷川義史

大阪府出身。 グラフィックデザイナーからイラストレーターへ転身後、『お
じいちゃんのおじいちゃんのおじいちゃんのおじいちゃん』（BL出版） で絵
本デビュー。ユーモラスでおおらかな長谷川ワールドを次 と々生み出す。

「きらきらは・は・歯」室井滋:作／長谷川義史:絵 世界文化社
「おじいちゃんのごくらくごくらく」西本鶏介:作／長 谷川義史:絵 すずき出版
「パンやのろくちゃん でんしゃにのって」長谷川義史:作・絵 小学館
「てんごくのおとうちゃん」長谷川義史:作・絵 講談社
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「シバ犬のチャイ」
あおきひろえ：文
長谷川義史：絵
BL出版

七
十
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
が
二
十
歳
の
歌
姫
に
！？

第49回かすがい日曜シネマ
 「怪しい彼女」
6/14（日） ①10:15～ ②13:45～ ③16:45～
（開場は15分前）※各上映前に15分のミニトーク有

｜ 文化フォーラム春日井・視聴覚ホール
［料金］￥900（当日¥1,000）、ペア￥1,700（当日¥1,900）

PiPi会員￥800、ペア￥1,500（ともに当日同額）
全自由席、上映時間指定、3歳以上有料  

［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、
東部市民センター窓口、電話＆インターネット予約
※セリフや情景をイヤホンで案内する音声ガイドあり（13:45～のみ）

　
七
十
歳
に
な
る
マ
ル
ス
ン
は
、
口
喧
し

い
こ
と
で
近
所
で
も
有
名
な
お
ば
あ
さ
ん
。

女
手
一
つ
で
育
て
あ
げ
た
息
子
が
、
国
立

大
学
の
教
授
に
な
っ
た
こ
と
が
自
慢
で
す

が
、
あ
る
日
、
息
子
や
孫
た
ち
が
自
分
を

老
人
ホ
ー
ム
へ
入
れ
る
相
談
を
し
て
い
る

こ
と
を
聞
い
て
し
ま
い
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
す
。
意
気
消
沈
し
、
遺
影
の
つ
も
り

で
写
真
館
で
写
真
を
撮
っ
た
そ
の
後
…
、

な
ん
と
彼
女
は
二
十
歳
に
若
返
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
！

　
見
た
目
は
キ
ュ
ー
ト
な
女
の
子
。
中
身
は

七
十
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
。
向
か
う
と
こ
ろ
敵

な
し
の
口
の
悪
さ
と
態
度
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
、

人
々
は
戸
惑
う
や
ら
驚
く
や
ら
。
し
か
し

彼
女
が
ひ
と
た
び
歌
を
歌
う
と
、
そ
の
美

し
い
歌
声
に
人
々
は
魅
了
さ
れ
て
ゆ

く
の
で
す
。

　
そ
の
歌
声
に
目
を
付
け
た
の
は
、
イ
ケ

メ
ン
の
音
楽
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
同

じ
よ
う
な
ア
イ
ド
ル
ば
か
り
を
取
り
上
げ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
現
状
に
嫌
気
が
さ
し

て
い
た
彼
は
、“

今
ど
き
の
若
者
に
は
無
い

個
性
的
な
彼
女” 

に
、
ど
ん
ど
ん
惹
か
れ

て
い
き
ま
す
。
だ
け
ど
本
当
の
彼
女
は
七

十
歳
。
さ
て
さ
て
、
こ
の
恋
は
一
体
ど
う

な
っ
て
し
ま
う
の
か
!?

　
ゲ
ラ
ゲ
ラ
と
笑
い
な
が
ら
観
て
い
た
の

に
、
終
盤
に
は
一
転
し
て
ハ
ン
カ
チ
必
須

の
シ
ー
ン
が
出
て
く
る
の
が
韓
国
映
画
。

こ
の
展
開
に
は
ニ
ク
イ
ほ
ど
泣
か
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
お
席
に
お
付
き
の
際
は
、

そ
っ
と
ひ
ざ
上
に
ハ
ン
カ
チ
を
忍
ば
せ
て

か
ら
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

®2014 CJ E&M Corporation, All Rights Reserved.
監督：ファン・ドンヒョク    2014年／ 125分／カラー・日本語字幕

春
日
井
市
民
会
館
の
向
か
い
に
建
つ『
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
』は
、

図
書
館
と
文
芸
館
が
一
つ
に
な
っ
た
複
合
施
設
。
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術

に
触
れ
ら
れ
る
、
春
日
井
市
の
文
化
拠
点
で
す
。
そ
の
施
設
ス
タ
ッ

フ
が
、
数
あ
る
長
谷
川
さ
ん
の
絵
本
の
中
か
ら
、
お
す
す
め
の
一
冊

を
紹
介
し
ま
す
！

思
い
っ
き
り
笑
っ
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
涙
し
て
…
…
。
い
ろ
い
ろ
な

長
谷
川
義
史
ワ
ー
ル
ド
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
言
葉
で

0
歳
も
楽
し
い

“

ぽ
ん
ぽ
ん
ポ
コ
ポ
コ”

こ
と
ば
の
く
り
返
し
が
気
持

ち
よ
い
、赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
絵

本
で
す
。タ
ヌ
キ
や
ゴ
リ
ラ
が

お
な
か
を
ぽ
ん
ぽ
ん
。今
度
は

だ
れ
の
お
な
か
か
な
？ 

あ
、お

父
さ
ん
が
赤
ち
ゃ
ん
の
お
な
か

を
ぽ
ん
ぽ
ん
。最
後
は
お
母
さ

ん
が
そ
っ
と
や
さ
し
く
、お
な

か
を
ぽ
ん
ぽ
ん
な
い
な
い
。長

谷
川
さ
ん
の
優
し
さ
と
ユ
ー
モ

ア
が
あ
ふ
れ
る
、心
あ
た
た
ま

る
絵
本
で
す
。

た
っ
た
一
人
で
演
劇
小
屋
の
裏
方
を
務
め
る
、女
の
子
の
実
話

わ
た
し
の
舞
台
は
舞
台
裏 

大
衆
演
劇
裏
方
日
記 
◎
木
丸
み
さ
き
／
K
A
D
O
K
A
W
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

美
術
館
の
ス
タ
ッ
フ
の
本
音
が
こ
こ
に

美
術
館
の
な
か
の
ひ
と
た
ち 

◎
黒
田
い
ず
ま
／
竹
書
房

　
こ
の
本
は
、大
阪
に
実
在
す
る
大
衆
演

劇
専
用
の
劇
場「
す
ず
め
座
」に
勤
め
て
い

る
女
の
子
が
書
い
た
作
品
で
す
。こ
の
女

の
子
の
何
が
凄
い
か
と
い
う
と
、ト
ー

リ
ョ
ー（
棟
梁
）と
呼
ば
れ
る
裏
方
仕
事

を
、た
っ
た
一
人
で
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
新
た
な
劇
団
が
巡
業
で
回
っ
て
く
る
た

び
に
、演
目
も
ス
ト
ー
リ
ー
も
配
役
も
分

か
ら
な
い
ま
ま
本
番
を
迎
え
る
日
々
。し

か
も
本
番
中
の
団
員
達
の
無
茶
ぶ
り
に
も

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、私

た
ち
春
日
井
市
民
会
館
ス
タ
ッ
フ
か
ら
見

れ
ば
、胃
が
縮
み
上
が
る
よ
う
な
仕
事
内

容
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

熱
心
で
温
か
い
お
客
様
や
、プ
ロ
の
心
意
気

を
魅
せ
る
役
者
の
姿
、そ
し
て
そ
れ
を
支

え
る
彼
女
の
真
面
目
で
ひ
た
む
き
な
姿
に

心
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
す
。読
む
た
び
に
初
心
に

帰
れ
る
、特
に
舞
台
に
関
わ
る
人
間
に
は
必

携
の
一
冊
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
知
ら
れ
ざ
る
美
術
館
の
学
芸
員
た
ち
の

日
常
業
務
が
、
楽
し
い
四
コ
マ
漫
画
で
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。
広
報
、
解
説
、
展
示
、

監
視
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
が
ど
ん
な
こ

と
を
普
段
や
っ
て
い
る
の
か
が
、
面
白
く

わ
か
り
ま
す
。
施
設
内
に
発
生
す
る
虫
対

策
、収
蔵
庫
の
管
理
、冷
房
問
題
、現
代
ア
ー

ト
な
ど
、
苦
労
す
る
と
こ
ろ
は
皆
一
緒
な

の
ね
…
、
と
学
芸
員
な
ら
深
く
頷
け
る
、

“

あ

る
あ
る
ネ
タ”

が
満
載
で
す
。

お客様からの質問「こ
れは一体何を描いてい
るのか？」。それは、つ
きつめれば「芸術とは
何か」ということ。ギャ
グだけどテーマは深い！

幕を開けたらお客
様が一人だった！
それでも全力で3
時間演じ切った劇
団のエピソードに
は思わず感涙。

この漫画を読め！
小松淳子の COMIC×CINEMA

選・テキスト＝スタッフ 小松 淳子

私たちはプロデューサー！ 
舞台裏で活躍する人々をテーマにした、
オススメ漫画をご紹介します。vol.6／プロデューサー

元保育園園長＝
永井芳子

「ぽんぽんポコポコ」
長谷川義史：作・絵
金の星社

託児サービスをご利用いただけます。（お
おむね3カ月から未就学児まで）
［料金］1,500円　［申込］5/29（金）まで
に、ポピンズサービス名古屋（70120-

27-2100）に事前申込※土、日、祝を除く
9:00～17:30

「ようちえんいやや」
長谷川義史：作・絵
童心社

「じゃがいもポテトくん」
長谷川義史：作・絵
小学館

「しげちゃん」
室井滋：作
長谷川義史：絵
金の星社

長谷川義史の絵本紹介します
文化フォーラム春日井のスタッフ 一押し！！

図書館で

 読める！
図書館で

 読める！

お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
な
、

チ
ャ
イ
に
萌
え
！

長
谷
川
さ
ん
の
描
く
シ
バ
犬

の
チ
ャ
イ
は
、犬
好
き
の
萌
え

ポ
イ
ン
ト
を
見
事
に
突
い
て
き

ま
す
。や
る
気
の
な
い
表
情

や
、こ
こ
ぞ
と
い
う
時
の
キ
メ

顔
。そ
れ
ぞ
れ
が
愛
ら
し
く
、

撫
で
廻
し
た
い
衝
動
に
か
ら
れ

ま
す
。あ
お
き
ひ
ろ
え
さ
ん
が

書
い
た
あ
と
が
き『
チ
ャ
イ
＆

末
っ
子
』を
読
む
と
、チ
ャ
イ
が

家
族
の
一
員
と
し
て
ど
れ
ほ
ど

愛
さ
れ
て
い
る
の
か
、よ
〜
く

伝
わ
っ
て
き
ま
す
よ
。

お
母
さ
ん
も

優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る

イ
ヤ
イ
ヤ
の
本
当

の
わ
け
は
…
？ 

長
谷
川
さ
ん

の
描
く
子
供
た
ち
の
き
か
ん

坊
な
泣
き
顔
が
か
わ
い
く
て
、

図
書
館
で
思
わ
ず
手
に
取
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。イ
ヤ
イ
ヤ

真
っ
盛
り
の
二
歳
の
子
を
持
つ

私
。子
供
の
理
不
尽
な
叫
び

は
、可
笑
し
い
け
ど「
も
ー
カ

ン
ベ
ン
し
て
よ
」と
い
う
気
持

ち
に
も
な
り
ま
す
。で
も
こ
の

絵
本
を
最
後
ま
で
読
む
と
、

ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
て
、温
か
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

一児の母＝
スタッフ 加藤敦子

じ
ゃ
が
い
も
達
の
別
れ
が
、

意
外
な
展
開
に

図書館スタッフ＝
夏目彩奈

室
井
滋
の
幼
少
期
が

絵
本
に
！

“

し
げ
る”

と
い
う
自
分
の
名

前
が
、男
の
子
み
た
い
で
不
満

な
女
の
子
し
げ
ち
ゃ
ん
が
主
人

公
の
絵
本
。も
ち
ろ
ん
室
井
滋

さ
ん
の
こ
と
で
す
。私
も
小
さ

い
頃
、「
も
っ
と
お
洒
落
な
名
前

が
よ
か
っ
た
な
ぁ
」と
、あ
れ
こ

れ
妄
想
を
膨
ら
ま
せ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。こ
の
本
を
読
む

と
、名
前
と
い
う
親
か
ら
の
贈

り
物
を
大
切
に
し
よ
う
と
思

え
ま
す
。大
人
も
共
感
で
き
る

一
冊
で
す
。

公演担当＝
スタッフ 相馬加奈子

絵本大好き女子＝
スタッフ 丸山和代

北
の
国
か
ら
町
の
八
百
屋
さ
ん

に
や
っ
て
来
た
じ
ゃ
が
い
も
一

族
。や
が
て
別
々
の
お
家
に
買

わ
れ
て
ゆ
き
、一
族
ば
ら
ば
ら

に
。“

か
な
し
い
は
な
し
で
す

…”

と
い
う
決
め
台
詞
と
と
も

に
、じ
ゃ
が
い
も
た
ち
は
コ
ロ
ッ

ケ
や
サ
ラ
ダ
に
な
り
ま
す
。し

か
し
！
に
っ
こ
り
ほ
っ
こ
り
さ

せ
ら
れ
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
長

谷
川
流
。読
後
に
は
、じ
ゃ
が
い

も
料
理
が
食
べ
た
く
な
る
こ
と

間
違
い
な
し
！？

【館内託児サービス】

室井滋×長谷川義史
絵本朗読＆ライブショー
室井滋×長谷川義史
絵本朗読＆ライブショー
6/6（土） 14:00～ 
（開場は30分前）

｜ 春日井市民会館
［チケット情報］PiPi会員電話先行
予約4/4（土）～5（日）、インターネッ
ト予約4/7（火）～9（木）、一般発売
4/12（日）
［料金］￥3,000、こども（4歳～小学
生）￥1,300、PiPi会員は上記金額
の￥300引き 

全席指定、当日券同額、３歳以下入場不可  

［取扱い］文化フォーラム春日井・
文化情報プラザ、電話＆インター
ネット予約、チケットぴあ（Pコード
443-087）、ローソンチケット（Lコー
ド46615）
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新感覚の朗読エンターテインメント
を届けてくれる石井正則さん。ご本
人のメッセージ映像を、文化フォー
ラム春日井や財団HPで放映中
です。公演の魅力を語るその姿は、
紳士的なイメージの通り! 音楽を
交えた舞台の様子も観れますよ。

INFORMATION

市民の市民による市民のための祭典!
楽器演奏やコーラスなどの
音楽活動を行っている市
民の皆さんが主役となり、
巨大な吹き抜け空間の舞
台に立つ! それがアトリウ
ム音楽祭です。舞台スタッ

フとして、みなさんと長くお付き合いさせていただいていると、様々
な人生の物語を見ることができます。前回は観客だった方が今回
は舞台で歌っていたり、いつも家族で出演しているあ
どけなかった女の子が、回を重ねるごとに素敵なお嬢
さんに成長していって、綺麗な演奏を聴かせてくれ
たり……。次の物語の主役はあなたデス☆

アトリウム音楽祭

「普通の朗読じゃないの？」
いえいえ、一度メッセージ映像を観てみてください

石井正則
～Sound of Story～
言葉と音楽で綴るコンサート

Shift Cube vol.29
鈴木恵里展

不思議な人形たちの不思議な世界

3/28（土）～4/26（日） ＠文化フォーラム春日井・交流アトリウム　　入場無料

鈴木さんの作品は、色も形も不思議ですが、明るく楽しい雰囲気も漂わせていま
す。子供のように純粋に素材と向き合い、思うがままに表現したいという意欲が、
創作の源泉ではないでしょうか。その異世界、もっと覗いてみたくなります。

アトリウム音楽祭 舞台担当＝スタッフ 武田里美

私の過去が、私の未来を作る!
何よりも古いものが大好きな私。「昔のこと
を調べて何の役に立つの？」「現在の生活
には関係ないでしょ？」とよく聞かれますが、
現在の自分の立ち位置を認識するために
は、今につながる過去を知ることがとっても
大切なんです。自分のルーツを探ると、知ら
ず知らずのうちに固定観念に囚わ
れていた自分を発見したり、こ
れまでとは違う新しい見方に
気付いたりできますよ！ まずは
お気軽に、自分史フェスタに
参加してみてください。

第17回自分史フェスタ
自分史への第一歩「ルーツを探る」part2
5/23（土）

大好きだったあの曲や、
大好きになりそうなあの曲に出会える!

リクエスト曲を募集している昼コン＆
夜コン。『カノン』『G線上のアリア』
などの王道クラシックから、『Let it 
go（アナと雪の女王）』『冬のソナ
タ』といった人気POPSまで、様々
なリクエストを頂いています。出演者

にはちゃんとお伝えしていますので、コンサートをお楽しみに! 曲名だけで
はピンとこなくても、聴けば「あの曲だ!」と心揺さぶられる音楽が、まだま
だ身近にありそうです。そんな出会いを、ぜひ昼コン＆夜コンで!

＠文化フォーラム春日井・交流アトリウム　入場無料

昼コン＆夜コン

昼コン＆夜コン担当
＝スタッフ 藤江真子

春
日
井
の
お
家
芸
!?

映
像
付
き
コ
ン
サ
ー
ト
は

こ
う
し
て
作
ら
れ
る

二
月
十
四
日
＠
春
日
井
市
東
部
市
民
セ
ン
タ
ー

三
月
七
日
＠
春
日
井
市
民
会
館

＠
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
二
階
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

“

映
像
解
説
×
生
演
奏”

と
い
う
コ
ン
サ
ー
ト
ス
タ

イ
ル
は
、
春
日
井
ス
タ
ッ
フ
が
生
み
出
し
た
、
ま
さ

に
お
家
芸
。
今
年
ス
タ
ー
ト
し
た
『
大
作
曲
家
の
大

傑
作
シ
リ
ー
ズ
』
で
も
、「
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
音

楽
の
背
景
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
、
よ
り
楽
し
め

た
！
」
と
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
映
像
付
き

コ
ン
サ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
る
の
か
？

「
C
D
を
参
考
に
、
映
像
の
切
替
ス
ピ
ー
ド
を

0.
1
秒
単
位
で
作
り
込
み
ま
す
。
で
も
本
番
で
は

オ
ケ
の
演
奏
ス
ピ
ー
ド
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
、

ラ
イ
ブ
で
操
作
し
ま
す
」
と
担
当
者
。「
リ
ハ
ー
サ

ル
の
写
真
を
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
使
う
な
ど
、
開
演

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
映
像
は
完
成
し
な
い
こ
と
も
…
」。

そ
れ
で
も
素
晴
ら
し
い
舞
台
の
た
め
に
頑
張
る
の

で
す
！ 

来
年
（
二
〇
一
六
年
） 一
月
に
は
生
誕
十

周
年
を
迎
え
る
『
の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
の
音
楽

会
』
を
開
催
し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
に

昼
が
き
た
！

「
舞
台
公
演
や
美
術
展
を
観
る
」「
図
書
館
で
本
を

読
む
」「
学
習
室
で
勉
強
す
る
」「
講
座
や
サ
ー
ク
ル

活
動
に
参
加
す
る
」
…
。
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井

に
は
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
訪
れ
、
思
い
思
い
の

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
に
も

必
ず
昼
は
や
っ
て
く
る
！ 

施
設
の
二
階
に
あ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
は
、
十
二
時
〜
十
三
時
ま
で
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
お
弁
当
を
持

ち
こ
ん
で
楽
し
く
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
！ 

ひ
と
と
き
の

休
憩
で
、
午
後
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

ShiftCube担当＝スタッフ 松山由佳

朗読担当＝スタッフ 相馬加奈子

出演者募集中!
仲間たちと音楽活動を行っている団体のみなさん、日頃の練習の成果
を発表しませんか？ プロの司会者や技術スタッフが、みなさんの舞台を
お手伝いします。素敵な音楽をアトリウムいっぱいに響かせてください!
［出演申込締切］アトリウム音楽祭 -秋- 5/31（日）
 アトリウム音楽祭 -春- 11/29（日）

昼コン 14:00～

4/11（土）
ヴァイオリン×コントラバス×ピアノ

情熱のNewTones
演奏：リベルタンゴ、情熱大陸 etc

自分史担当＝スタッフ 横谷朋子

◆15:30～17:00
【一日体験講座】
自分史・文章術入門編
＠文化フォーラム春日井・会議室
自分の足跡を文章で残
す。安藤錦風（ノンフィク
ションライター）が、自分
史作成の初歩を伝授!
［料金］¥500

◆10:00～11:30
解説!「名古屋城下お調べ帳」
～あなたの先祖は尾張藩士？～
＠文化フォーラム春日井・会議室
松村冬樹（元名古屋市博物館学芸
員）が、尾張藩士5万人のデータベー
スを作成した調査結果を解説。古文
書から自分の先祖を調べる方法も伝
授します!
［料金］¥500

◆10:30～12:00
【一日体験講座】
エッセイ編
＠文化フォーラム春日井・文化活動室
芳賀倫子（シナリオライター）が、エッ
セイの書き方の初歩を
お教えします。初心者
大歓迎!
［料金］¥500

◆13:30～
【講演会】立花隆氏 特別講演
＠春日井市民会館
「これからの人生のデザインに必要な
のは、これまでの人生を見つめ直すこ
とである」 シニア世代になったら、誰も
が一度は挑戦すべきことについて、知
の巨人・立花隆が語ります。
［料金］¥1,000  PiPi会員¥800

4/18（土） 16:00～（開場は30分前） ＠春日井市東部市民センター
［料金］¥3,800  PiPi会員¥3,500 全席指定、当日券同額、未就学児入場不可
［取扱い］文化フォーラム春日井・文化情報プラザ、東部市民センター
窓口、電話＆インターネット予約、チケットぴあ（Pコード441-677）

かすがい　文化　石井正則 検  索

●日本料理 黒潮 春日井本店
●Café&Bar SQUARE（スクエア）
●Boulangerie L’Arc-en-Ciel
●春日井市役所 展望レストラン
●洋食ダイニング オガッシ

徒歩5分圏内のオススメ飲食店

www.kasugai-bunka.jp/友の会PiPi提携ショップ一覧

豊富なメニュー!

日替わりランチ!

焼き立てのパン!

お得バイキング!

お洒落なランチ!

映像担当＝スタッフ 丸山和代、岡田知子施設担当＝スタッフ 瀬在優実

5/9（土）
津軽三味線×ジャズピアノ

津軽三味線の響き
～日本・世界の名曲～
演奏：じょんから節、スペイン etc 

夜コン 19:00～

4/24（金）
ソプラノ×室内合奏団

長久手フォレスト合奏団
～清 し々い弦楽合奏の調べにのせて～
演奏：愛の挨拶、フィガロの結婚 etc

5/22（金）
ピアノ×ヴァイオリン

空音唱concert
演奏：オリジナル曲、涙そうそう etc
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今回の『ニューイヤーコンサート 

ぜーんぶジブリ!!』は、タイトル通り

「崖の上のポニョ」や「天空の城ラピュ

タ」など、ジブリ映画の名曲ばかりの

プログラム。楽しくあっという間の公

演でした。

 「となりのトトロメドレー」では、セ

ントラル愛知交響楽団が演奏する中、

司会の加藤恵利子さんが話と歌でトト

ロの世界を再現。サツキとメイの元気

さ、メイが迷子になった時のサツキの

気迫が感じられ、実際にトトロの世界
［Report●］テキスト＝82 中学生レポーター

野口颯一朗

FORUM PRESSレポーターによる「わたしレポート」 Report●～●●はHPで紹介します
www.kasugai-bunka.jp／財団スタッフDIARY

86 8883

「トトロ、ポニョ、ラピュタ…、 ジブリの世界へご招待!」
に入っているように感じました。客席か

らは、歓声や子供達が一緒に歌う声

が聴こえました。曲の合間には楽器紹

介があり、弦楽器の音の高さの対比

などを分かりやすく学べ、小さな子も

クラシックに興味を持ってもらえるよう

な企画もありました。

最後は、子供達が開演前に作った

3種類の紙の楽器で、舞台と一体と

なって「さんぽ」を合奏し、ホール全体

が盛り上がりました。楽団の皆さん、

また春日井に来てくださいね。

襲名10周年を迎えた林家正蔵師

匠。テレビで見るタレントの印象を封印

したかのように、真摯な姿での独演会

でした。桂文枝師匠から教わったという

創作落語『読書の時間』では、学校の

先生と生徒との会話や家族の慌てぶ

りを、面白可笑しく表現します。手拭い

を本に見立てて、それを覗きこむ生徒

の父親の驚いた表情は、話のクライ

マックスと相まってまさに“正蔵醍醐

味”だったのではないでしょうか。明る

い黄色から黒い羽織と薄茶色のシック

「真摯な姿で」
な着物に着替えた後半は、いよいよ古

典落語『ねずみ』。仙台の宿場町を舞

台に旅人と客引きをする子供が出てき

ます。旅人は実は彫刻職人の名匠・

左甚五郎であり、彼が彫ったという福

ネズミが出てくる頃には、小さなネズミ

がちょこまか動いている様子が見える

ように話に引き込まれていました。幕が

下りた時の、座布団を取って深 と々お

辞儀をする姿勢にさらなる精進を期待

しつつ、正蔵師匠の次回公演が待ち

遠しく感じられました。

いつもFORUM PRESSをご愛読いただ
き、ありがとうございます。
今後、より読み応えのある誌面づくりをして
いくため、参考にさせていただきます。
アンケートへのご協力をお願いいたします。

❶かすがい日曜シネマ「怪しい彼女」
 6/14（日）16:45～ ペアチケット［2名様］

❷松竹大歌舞伎
 7/17（金）17:30～ ペアチケット［2名様］

❸コロナワールド
 映画鑑賞ペアチケット［2名様］

回答者プレゼント

抽選で次の1～3のいずれかをプレゼント！！

アンケートの応募締切りは、
2015/5/22（金）〈必着〉

たくさんのご応募、お待ちしております。
※当選は発送をもって代えさせていただきます
※当選者への発送は6月上旬の予定です

どこで情報誌FORUM PRESSを
入手されましたか？

今回のFORUM PRESSで、
面白いと思ったページに□を付けてください

あなたが思う“春日井の魅力”を教えてください

□P.1-2 50周年記念 加藤登紀子インタビュー
□P.3-4 松竹大歌舞伎 徹底解説!
□P.5-6 絵本作家 長谷川義史インタビュー
□P.7 スタッフ一押し! 長谷川義史の絵本紹介
□P.8 この漫画を読め! vol.6　プロデューサー
□P.9-10 INFORMATION
□P.11 ブラバン高校生たちの吹奏楽な日々
□P.12 わたしレポート
□P.13 突撃!PiPi提携ショップ『餅菓子処 餅彦』
□P.14 校歌は地域をうたう vol.15

今後、FORUM PRESSで取り上げてほしい
内容や、ご意見・ご要望をお聞かせください

□ かすがい日曜シネマ「怪しい彼女」ペアチケット
□ 松竹大歌舞伎ペアチケット
□ コロナワールド映画鑑賞ペアチケット

ご希望のプレゼントに 1つ□を付けてください
2015/5/22（金）必着

セントラル愛知交響楽団 ニューイヤーコンサート
ぜーんぶジブリ！！
1月11日＠春日井市東部市民センター

［Report●］テキスト＝かつみⅠ87

九代林家正蔵襲名十周年記念公演
林家正蔵独演会
2月7日＠春日井市東部市民センター

毎
日
、
毎
日
、
毎
日
、
毎
日
…
…
。
授
業
後

も
休
日
も
、
ひ
た
す
ら
楽
器
と
向
き
合
う
高
校

吹
奏
楽
部
。
そ
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
定
期

演
奏
会
や
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
感
動
を

作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
彼
ら
の
活
動
を
よ
り
充
実
し
た
も
の

今
月
の
お
客
さ
ま

vol.4

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
や
春
日
井
市
民

会
館
に
は
、い
ろ
ん
な
土
地
か
ら
、い
ろ
ん

な
お
客
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

京都府八幡市より

美術家・塔本賢一さん（塔本シスコ長男）

10年前に塔本シスコの展覧
会を開催し、今回は春日井
展に資料を提供させていた
だきました。私たちのギャラ
リーと規模は同じですが、展
示レイアウトが自在にできる
んですね。作品に合わせた空
間作りはとても重要なので、素晴らしい施設だと思います。

オープニング記念トークで、
母の制作秘話や日常をお話
させていただきました。白壁
に、シスコの色彩豊かな作品
が並びとても綺麗です。春日
井はサボテンが有名なんで
すね。『私が愛する生き物
達』という作品の中にサボテンが描かれています。

埼玉県川口市より

川口市立アートギャラリー・アトリアのみなさん

REPORT

塔本シスコ展のお客さま

テ
キ
ス
ト
・
写
真
＝
ス
タ
ッ
フ 

後
藤
友
介

吹
奏
楽
な
日
々

に
し
て
欲
し
い
！ 

と
、『
舞
台
制
作
セ
ミ
ナ
ー
』

と
『
名
フ
ィ
ル
所
属
演
奏
家
に
よ
る
演
奏
指
導
』

を
開
催
。
い
つ
も
の
部
活
動
と
は
違
う
特
別
な

時
間
を
過
ご
し
、
彼
ら
の
舞
台
は
さ
ら
な
る
飛

躍
を
遂
げ
る
の
で
し
ょ
う
か
！？

舞台制作セミナー
感動のコンサートを作り上げるのは、演奏だけにあらず! 舞台演出や照明なども重要な要素です。そこで春
日井市民会館の舞台スタッフが、学校では触れることの出来ない舞台のアレコレを高校生に伝授しました。
取材＝1月18日＠春日井市民会館

バンドの癖を知り尽くし、彼らの向かう方向へと導く、吹奏楽部顧問やコーチたち。しかし、ときには全く違った視
点で演奏を顧みることも、更なる進歩には欠かせない! ということで、名古屋フィルハーモニー交響楽団から、
首席フルート奏者の橋本岳人さんと、ファゴット奏者の三好彩さんが、音楽の楽しさを伝えようと吹奏楽部の部
室を訪問しました。　取材＝2月6日＠春日井南高校、春日丘高校

・舞台の仕事のごく一部かもしれませんが、たくさん知ることが出来て勉強になりました。
・実際に調光室で操作出来て色決めの参考にもなりました。
・定期演奏会でたくさん応用出来たらうれしいです。

セミナーを
終えて

南高校は、のびのびとした雰囲気ですね。細かいところを丁寧にやると、もっと素敵な演奏
になると思います。春日丘高校の演奏力の高さには驚きました。他の演奏を聴くと、表現の
幅がより広くなると思います。（講師より）

照明機材を使いこなせ
ば、夢の様な舞台を作り
出すことが出来ます。知ら
なければ応用も出来な
い。イメージが膨らみます。

調光卓のフェーダーを上
下させることで、舞台の
照明を変えることが出来
ます。「タイミングも大事
なんですね」。

マンツーマンで指導を
行った橋本さんは、「ソロ
コンの練習は、立ってし
た方が良いです」とアド
バイス。

三好さんは「一人で練習
すると間違いに気付けな
いから、誰かに見てもらう
と良いね」と、コンビを組
むことをおすすめ。

「西欧の曲も、ビブラート
の掛け方によっては“演
歌”っぽく聴こえてしまう
ことも…」と、意外なアド
バイスを頂きます。

最後は三好さんによるソ
ロ演奏を堪能! 超至近
距離で聴くプロの演奏
に、息をするのも忘れて
見入ってます。

客席数1,000のホール
では、ピンスポットライトも
この大きさ! 「まるでバ
ズーカ砲で狙ってるみた
い♪」と楽しそう。

実際に舞台に立ってみ
る。「ピンスポットを浴びる
と、意外と客席の顔は見
えないのね」と、本番へ
の緊張も和らぎます。

名フィル所属演奏家による演奏指導

春日井南
高校

春日丘
高校

演奏指導を
終えて

ブ
ラ
バ
ン
高
校
生
た
ち
の

（生徒アンケートより）
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各学校で歌い継がれる校歌には、その土地の自
然や歴史などが歌われています。今回は小野道風
が校名の由来となった小学校をピックアップ! 歌
詞を手掛かりに、春日井という“まち”に迫ります。

校
歌
は

地
域
を

う
た
う

歌詞からヒントを得て、
“まち”を探訪する

小野小学校

vol.15

三
跡
の
一
人
で
あ
る
小
野
道
風
が
生
ま
れ
た

と
さ
れ
る
春
日
井
市
。
道
風
記
念
館
の
近
く

に
あ
る
小
野
小
学
校
は
、
特
に
書
道
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。「
小
野
町
と
い
う
地
名
も

道
風
公
か
ら
き
て
い
ま
す
。
本
校
で
は
平
成

二
十
三
年
か
ら“

書
道
科”

と
い
う
教
科
を
独

自
に
立
ち
上
げ
、
一
年
生
か
ら
毛
筆
を
習
い

ま
す
」
と
宮
田
校
長
。
書
教
育
の
充
実
に
は

並
々
な
ら
ぬ
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

校
歌
の
冒
頭
に
出
て
く
る“

松
河”

と
は
庄
内
川

の
こ
と
。「
そ
の
昔
、
氾
濫
し
た
庄
内
川
を
鎮
め

る
た
め
に
、
人
柱
を
立
て
た
と
い
う
伝
説
が
あ

り
ま
す
。
十
五
歳
の
娘
を
生
き
た
ま
ま
白
木
の

箱
に
入
れ
、
土
に
埋
め
て
神
に
祈
っ
た
そ
う
で

す
。
し
ば
ら
く
土
の
中
か
ら
鈴
の
音
が
聞
こ
え

て
い
た
と
か
…
」　
そ
こ
に
で
き
た
森
を
題
材

に
し
た
『
十
五
の
森
』
と
い
う
民
話
が
、
今
も

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

小野町5-70
明治25年10月開校

（当時は小野尋常小学校として松河戸に設置）

春日井市立
小野小学校

「校歌は朝会等で歌います。とても落ち着いた気持ち
になります」という児童会メンバー。「絵を描くより、書の
方が好きです」という子もいるほど、書に慣れ親しんで
いるようです。ちなみに彼らの後ろに貼られているのは、
1年生が書いた象形文字。様々な角度から、“字”を学
んでいます。そんな小野小学校で80年続く『席上揮毫
大会』では、毎年県内から選抜された児童・生徒が集
まり、書の腕を競います。なんとこの大会、戦中も途切
れなかった全国でも珍しい大会。物のない時代にも拘

わらず、白い紙を用
意し、校庭に防空
壕を掘って書いて
いたそうです。それ
はこの地の人々に
とっての“誇り”でも
あるのです。

書に息づく、伝統と歴史

小
野
道
風
に
ま
つ
わ
る
校
名

懐しい思い出書 卒

道

●
も
う
す
ぐ
落
合
公
園
の
サ
ク
ラ

が
楽
し
み
！
（
30
代
・
女
性
）

●
一
番
で
な
い
、一
番
を
目
指
さ
な
い
、

ゆ
と
り
と
遊
び
の
部
分
。（
60
代
・

女
性
）

●
私
の
敬
う
奥
田
瑛
二
さ
ん
を
生

ん
だ
土
地
。「
カ
ス
ギ
ャ
ア
」文
化
に

力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
良
い
と

思
い
ま
す
。（
40
代
・
男
性
）

●
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
の
存

在
。「
昼
コ
ン 

↓ 

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

↓ 

わ

れ
も
こ
う
」が
お
決
ま
り
コ
ー
ス
で

す
。（
60
代
・
女
性
）

●
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
春
日
井
。グ

リ
ー
ン
ピ
ア
春
日
井
周
辺
は
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
最
適
で
す
よ
。鳥
の
さ
え

ず
り
は
元
気
が
出
ま
す
。（
60
代
・

女
性
）

●
公
園
や
文
化
施
設
、イ
ベ
ン
ト
が

多
く
住
み
や
す
い
街
。（
50
代
・
男

性
）

●
中
部
大
学
の
樹
木
の
茂
る
、山

居
の
様
な
佇
い
が
好
き
で
す
。（
70

代
・
女
性
）

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

ご
紹
介

あ
な
た
が
思
う
春
日
井
の
魅
力

第1回大会の貴重な優秀作品80年分の優秀作品が保管されている金庫

松本朋子さん

児童会メンバー

「
三
年
生
の
時
、
今
も
尊
敬
し
て
い
る
音
楽
の
先
生
か
ら 『
オ
ペ

ラ
は
綺
麗
な
ド
レ
ス
を
着
て
ね
、
こ
う
や
っ
て
歌
う
の
よ
』
と
、

子
供
な
が
ら
に
本
格
的
な
発
声
練
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
が
音
楽
を
好
き
に
な
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
で
す
ね
」 

と
語
る
の
は
、

卒
業
生
で
あ
り
ア
ト
リ
ウ
ム
音
楽
祭
に
も
出
演
し
て
い
る
『
子

育
て
支
援
団
体
あ
ん
じ
ゅ
』
の
松
本
さ
ん
。「
学
習
発

表
会
で
劇
を
や
る
こ
と
に
な
り
、『
十
五

の
森
』
の
娘
役
を
演
じ
ま
し
た
。
な
ん

だ
か
怖
く
て
、
本
番
前
日
に
は
松
河
戸

の
石
碑
に
お
参
り
に
行
き
ま
し
た
（
笑
）」 

「十五の森」の
クロガネモチの
孫木

「十五の森」が
掲載された『春
日井のむかし話
（下巻）』

差
出
有
効
期
限

平
成
28年
3月

31日
ま
で

料
金
受
取
人
払
郵
便

郵
便

は
が

き

春
日
井
局

承
　
　
  認

4
8

6
8

7
9

0

都 道　　　　　　市
府 県　　　　　　郡

歳

お電話 A

ご住所

お名前

フリガナ

※マンション・アパート名まで必ずご記入ください。

会員
番号

※友の会 PiPi に入会されている方は会員番号もお書きください　※ご記入いただいた個人情報は、当財団が、
当財団主催事業のために使用し、それ以外に使用、または第三者に提供することはありません。

3
6
6

8033愛知県春日井市鳥居松町5-44 文化フォーラム春日井
公益財団法人かすがい市民文化財団
　　　　　　 編集部行

（受取人）  編集後記
　
今号の『長谷川義史の絵本特集』。図書
館スタッフさん2名にもオススメの一冊をご
紹介いただきました。文化フォーラム春日
井は、劇場・展示ギャラリー機能を持つ『文
芸館』と『図書館』が一つになった複合文
化施設。運営団体は別々なのですが、折
角なので本を専門に扱っている方にもご協
力いただこう! と生まれた企画です。お忙し
そうな夏目さんに「紹介文を書いて頂ける
か検討してもらえますか」とお願いしてお手
洗いから戻ってきたら、もう文章が出来てい
てビックリ! 永井さんも元園長先生らしい
独特の文章を書いてくださって、面白い
ページが出来たと思います。いかがでした
でしょうか？ これからも複合施設の利点を
活かした企画運営をしていきたいと、改め
て思いました。（  　  ）

突撃！PiPi提携ショップ

「
あ
る
農
園
さ
ん
の
『
と
ち
お
と
め
』

し
か
使
い
ま
せ
ん
。
美
味
し
い
品
種
は

他
に
も
あ
り
ま
す
が
、
う
ち
の
餡
と
餅

に
合
う
い
ち
ご
は
コ
レ
な
ん
で
す
よ
」

と
話
す
ご
主
人
。
そ
し
て
、
こ
の
絶
品

い
ち
ご
に
並
々
な
ら
ぬ
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
い
る
の
が
「
だ
っ
て
美
味
し
い

方
が
良
い
で
し
ょ
」
と
笑
う
奥
さ
ん
。

こ
の
お
二
人
、
作
業
も
ト
ー
ク
も
抜
群

の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
！

「
い
ち
ご
を
食
べ
て
る
よ
う
な
も

の
」
と
い
わ
れ
る
通
り
、
絶
妙
な
餡
と

餅
の
バ
ラ
ン
ス
で
包
ま
れ
た
大
粒
の
い

ち
ご
は
、
溢
れ
る
果
汁
と
と
も
に
ス
ッ

と
喉
を
通
っ
て
行
く
。
そ
の
爽
快
感
た

る
や
「
嗚
呼
、
春
だ
ね
ぇ
」
と
悶
え
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
！
素
材
本
来
の

味
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
小
豆

に
限
ら
ず
全
て
の
素
材
に
一
級
品
し
か

使
わ
な
い
餅
彦
さ
ん
。こ
の
こ
だ
わ
り
、

一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

国
道
十
九
号
沿
い
に
、
大
き
な
看
板
を

掲
げ
て
建
つ
、餅
菓
子
の
名
店
『
餅
彦
』。

夏
は
水
ま
ん
じ
ゅ
う
、
秋
に
は
栗
寄
せ

と
、
季
節
な
ら
で
は
の
お
菓
子
が
店
頭

に
並
び
ま
す
。
そ
し
て
春
と
い
え
ば
、

餅
彦
の
大
人
気
和
菓
子
い
ち
ご
餅
。
毎

年“

待
っ
て
ま
し
た
！”

と
ば
か
り
に
、

多
く
の
お
客
様
が
暖
簾
を
く
ぐ
り
ま

す
。

今
回
は
、
花
よ
り
団
子
の
財
団
ス
タ
ッ

フ
山
下
が
突
撃
レ
ポ
ー
ト
。
な
ん
と
特

別
に
、
い
ち
ご
餅
作
り
を
体
験
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た！
ス
イ
ー
ツ
男
子
の

実
力
は
い
か
に
！？

餅菓子処 餅彦
大和通2-23-7
TEL.0568-31-2792
8:30～18:00　水曜定休
PiPi会員カード提示で代金の8％引き
（クレジットカード使用不可）

私が作った厚皮で無骨ないちご餅とは
違い、ご主人の作るものは薄皮で見た
目も味も段違いに素晴らしかったです。
やっぱり私は作るより食べる方が向いて
いるみたいです……。

突撃取材を終えて　スタッフ 山下玄

素材にこだわる
夫婦二人三脚の老舗

レポート＝スタッフ 山下玄

ご主人と奥さん

ご主人の優しい手ほどきを受けながら、不器用に真似る山下。手前の黒い玉は、餡に
包まれた、こだわりの『とちおとめ』

PICKUP

蒸したての柔らかい餅に、そっと餡を
置いて…

やたらゴツゴツしてるけど完成! 「師匠、こ
れであの娘のハートをGETします!」

そして優しく包む。あまりこねくり回さな
いのがポイント

出来たての赤飯を試食。
米が甘くて豆はほっこり♪

蒸したての道明寺が良い
香り! 桜の葉で包んで、さ
くら餅に

※いちご餅の販売は4/12（日）まで

14



チケット一般発売初日の販売開始時間
［  9:00～］ ●文化フォーラム春日井2階・文化情報プラザ／窓口販売
［10:00～］ ●かすがい市民文化財団／電話・インターネット予約
 ●チケットぴあ／スポット・電話予約・ 
 　　　　　　　コンビニ（サークルK、サンクス、セブンイレブン）での直接購入
 ●ローソンチケット／電話予約・ローソン・ミニストップでの直接購入
 ●セブンチケット／セブンイレブン マルチコピー機での直接購入
 ●イープラス／ファミリーマート ファミポートでの直接購入

P

P
P 文化フォーラム春日井春日井市民会館

かすがい市民文化財団 主催事業  チケットインフォメーション

チケット予約方法

2.電話予約

※会員電話先行予約期間のみ、先行予約を受け付けます。
※先行予約日が会員期限内であれば先行予約が可能です。また、チケット購入日が会
員期限内であれば、割引特典が受けられます。

PiPi会員の方（受付時間 9：00～ 17：00）

PiPi会員専用 先行予約電話

 0568-85-6078

※チケット発売初日のみ、10：00からの受け付けとなります。

一般の方（受付時間 9：00～ 21：30）

 0568-85-6868

1.インターネット予約
当財団ホームページから「オンラインチケットの予約・購入」をご利用ください。

※全席指定公演についてはお好きな座席を選べます（一部公演を除く）。

文化はかすがい 検  索

チケット受取方法
1.文化情報プラザで受取り（営業時間 9：00～ 19：00）

文化フォーラム春日井2階の文化情報プラザで、チケットを料金とお引換えください。
取置き期間は2週間です。
※PiPi会員先行予約チケットの受取りは一般発売日以降になります。

2.郵送で受取り（代金引換サービス）
郵便局の代金引換サービスで、ご自宅にチケットをお届けいたします。
チケットと引換えに郵便局員に指定の代金をお支払いください。
※ご予約後、1週間程度でお届けします。日にち・時間の指定はできません。
※チケット代金の他に、代金引換手数料として¥500程度が必要です。

※前売完売の場合、当日券はありません。　※記載価格は税込です。
※予約済チケットや購入済チケットのキャンセル・払戻しはできません。

友の会PiPiは、こんなにお得!!

お電話一本で入会できます! 0568-85-6078

・一般に先駆けて申込み!  ・入場料が1～2割引!
・最新情報をご自宅にお届け!  他にもまだまだ特典あり!

ＪＲ中央本線「春日井駅」
北口より
・名鉄バス「鳥居松」下車すぐ
・徒歩 20分
・無料レンタサイクル 5分
 （日・祝休み）

かすがいシティバスで
お越しの方
・「市役所」下車すぐ

※駐車場は混雑が予想され
ます。なるべく公共交通機関
や乗合せをご利用ください。

レギュラー会員 ¥2,000／ゴールド会員 ¥3,000／プラチナ会員 ¥10,000

交通のご案内
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文化フォーラム春日井／春日井市民会館
www.kasugai-bunka.jp 

 
486-0844 愛知県春日井市鳥居松町5-44  ［休館日］ 月曜日（祝休日の場合は翌平日）

文化フォーラム春日井２階
文化情報プラザ

各種チケット発売中！

チケットを買いたい！

チケットを売りたい！

  そうだ！ 

 舞台を観に行こう
！

お申込み・ご相談は文化フォーラム春日井2階・事務室まで！

【条件】
次のいずれかに当てはまるチケットを、販売いたします。
・文化フォーラム春日井・春日井市民会館で行われる催物
・春日井市内の公共施設で行われる、文化芸術の振興に
　資する催物
※販売手数料としてチケット売上の10%を頂きます。
※DM送付サービスは会員限定特典付が条件となります。

春日井市民会館や、文化フォーラ
ム春日井・「視聴覚ホール」「ギャ
ラリー」「会議室」等で行
われる公演の、チケット
を販売しています。最新
イベントは、文化情報
プラザのボードでご確
認ください。

イベントを企画運営されているみなさまのチケットを、委託
販売させていただきます。委託販売を申し込まれると、友
の会PiPi会員へのDM送付をお受けします。

歌手生活50周年！ 加藤登紀子インタビュー

松竹大歌舞伎 徹底解説！

絵本作家 長谷川義史インタビュー

スタッフ一押し！ 長谷川義史の絵本紹介

この漫画を読め! vol.6 プロデューサー

INFORMATION

ブラバン高校生たちの吹奏楽な日々

わたしレポート

突撃! PiPi提携ショップ『餅菓子処 餅彦』

校歌は地域をうたう vol.15
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